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論文審査の要旨（400字以内） 

 

びまん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫（DLBCL）は不均一な疾患集団であり、生物学的特

性に基づく層別化が必要である。本研究では癌抗原蛋白である PRAME の DLBCL

における発現を免疫組織化学法（IHC）にて確認し、臨床所見との関連性を検証し

た。その結果、R-CHOP 療法を受けた DLBCL において PRAME 高発現群は、低発

現群と比較し有意に無増悪生存が不良であることが明らかにされた。また、定量的

PCR 法を用いた解析により、PRAME 遺伝子の発現量と IHC による PRAME 蛋白の

発現は有意に相関することも確認された。以上から、PRAME 高発現 DLBCL は標準

的治療である R-CHOP療法の有効性が低い可能性が示された。 

本研究は PRAME が実臨床において応用可能なバイオマーカーとなる可能性を示す

とともに、PRAME を標的とした新規治療薬開発の可能性を見出した点において臨床

的意義があるものと考えられた。 

 

（３９８文字） 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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